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6⽉4〜5⽇に東京で開催された「世界デジタルサミット2018」。国内外のデジタル
分野のトップが技術⾰新について講演・議論を⾏い、⼤盛況のうちに幕を閉じました。
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Vol.14 世界デジタルサミット2018開催

当資料のお取扱いについては最終ページをご覧ください。

2018年6月12日

 同サミットは、総務省と日本経済新聞社が主催する「テクノロジー」をテーマとしたカンファレンスです。5G

（第5世代移動通信システム）関連分野においても、国内外の企業経営者および有識者がスピーチを行い、

5Gは「技術革新を促進させる重要な通信インフラ」であり「世界共通のテーマ」であることが再認識されま

した。

新興国における5G導⼊

IoT社会とセキュリティ

技術革新の基盤となる5G

5Gに関するパネルディスカッションでは
2つのテーマがポイントとなりました！

 4Gが先進国から新興国へと段階的に普及したように、5Gの普及は当初先進

国が牽引し、その後新興国に導入・普及するものとみられています。

 新興国の通信インフラは全体的に未だ脆弱であるものの、最近ではインド・ベ

トナム・インドネシアなど一部の新興国が、予想以上に早いペースで5Gの実用

化に向け準備を進めているとされています。

 こうした動きの背景には、「各国の政府が5Gを国の重要課題として推進してい

ること」、「通信事業者が5G商用化に対して前向きな姿勢を見せていること」が

挙げられます。

 依然として新興国における通信インフラの成長余地は大きく、「IoT（モノのイン

ターネット）社会の基盤である5Gの早期導入が国益に適う」といった各国政府

と通信事業者の共通認識が、今後の新興国における5G導入を後押しすると考

えられます。

 5Gの普及により、あらゆるモノがインターネットに繋がるIoT社会が本格的に到来するとされています。今

回のサミットでは、IoT社会において暮らしの利便性は大幅に向上する一方、インターネットが生活の隅々

まで浸透することから、「サイバーセキュリティの重要性」が議論されました。

 2018年5月に欧州で「一般データ保護規則（GDPR）」が施行され

たことからも、サイバーセキュリティに対する世の中の関心が高

まっているといえます。5Gの普及においても「データの安全保障

が重要」であることが強調され、IoT社会の実現に向けサイバー

セキュリティ関連ビジネスの商機拡大が期待されます。
※写真はイメージ図です。

5GとIoTが生み出す新たな可能性
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